
神奈川・静岡・山梨３県におけるプリオン病
サーベイランス調査2021

解 説

1. 2021年調査数は79件と症例数が増えた（2020年：42例）が、コロナ禍で
調査が遅延したためであり、プリオン病の発症が急に増加してはいない。

2. プリオン病は67例で、孤発性CJDが40例、遺伝性プリオン病が24例、獲

得性CJDが1例だった。

3. 当該地域では、E200K変異を有する家族性CJDが多い傾向が続いている。
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令和３年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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